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第４章 縄文遺跡群世界遺産に係る
地区における景観形成方策 

世界遺産候補地区周辺について、きめ細かな景観形成を推進する地区の設定の考

え方や、周辺の景観形成の考え方に応じた景観形成方策について整理します。併せ

て、他自治体で運用されている、類似事例を紹介します。 

１．世界遺産の遺産区域およびその周辺における良好な景観づくり

の重要性 
世界遺産に限らず、地域の文化資産の保全には、地域の住民、事業者等の協力

が欠かせません。地域の住民、事業者等の協力を得るためには、その文化資産を

良く知っていただき、大切に思っていただくことが重要です。 

しかし、縄文遺跡群は主に埋蔵文化財であり、それらは直接文化資産を見るこ

とはできません。文化資産のことを知るためには、その場において、解説板など

から情報を得たり、周辺の景観を眺めることで、文化資産が形成された当時の様

子、周辺の自然地物とのかつての関係を想像する他はありません。 

そのため、地面の下に存在する文化資産を想像することができ、また、埋蔵文

化財が存在する地を訪れたいという気持ちを起こさせるために、文化資産および

その周辺における良好な景観づくりが重要となります。 

そのような景観づくりを行うことで、その場を訪れる人々に、文化資産の価値、

その資産がその場に存在する意義を理解していただき、文化資産を守ることの意

識の醸成につながります。 

 

２．区域設定の考え方 

世界遺産は、遺産区域（コアゾーン）が定められ、必要に応じてその周辺に緩

衝地帯（バッファーゾーン）が定められます。 

【参考】世界遺産の登録区域の概要 

 

 

 

 

 

■緩衝地帯 （「 世界遺産条約履行のための作業指針」より）  

103.資産を適切に保全するために必要な場合は、適切に緩衝地帯（バッファ

ゾーン）を設定すること。 

104.緩衝地帯は、推薦資産の効果的な保護を目的として、推薦資産を取り囲

む地域に、法的又は慣習的手法により補完的な利用・開発規制を敷くこ

とにより設けられるもうひとつの保護の網である。推薦資産の直接のセ

ッティング、重要な景色やその他資産の保護を支える重要な機能をもつ

地域又は特性が含まれるべきである。緩衝地帯を成す範囲は、個々に適

切なメカニズムによって決定されるべきである。 

遺産区域 

緩衝地帯（バッファゾーン） 
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そのため、遺産区域の周辺を含めた地区において、世界遺産の特性に応じてき

め細かな景観形成を図ることが重要です。 

したがって、きめ細かな景観形成を図る区域として、緩衝地帯だけでなく、遺

産区域と一体的な景観に対し、影響を与える行為が発生することが想定される範

囲を地区指定することが重要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 きめ細かく景観形成を図る区域設定の考え方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

遺産区域と一体的な景観が展開する範囲、および遺産区域と一体的な景観に影

響を及ぼすと予想される行為が発生する区域の定め方は、各資産によって異なり

ます。基本的な考え方は、本ガイドラインのＰ14～24を参照ください。 

遺産区域と一体的な景観が展開する範囲 

建築物等により、世界遺産と一体的な景観を形成

していた山並みへの眺めが遮られてしまう 

世界遺産と一体的な景観を形成して

いた樹木が伐採されてしまう 

遺産区域と一体的な景観に影

響を及ぼすと予想される行為

が発生する区域 

［影響例］ 

［影響例］ 

遺産区域と一体的な景観が展開する範囲 

遺産区域と一体的な景観に影響を及ぼすと

予想される行為が発生する区域 

＝きめ細かく景観形成を図る区域 

遺産区域 

緩衝地帯 
（バッファゾーン） 
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３．景観形成方策の考え方 

遺産区域と一体的な景観に影響を及ぼすと予想される行為などに対する、景観

法に関連する対応方策として以下のような手法があります。 

景観条例にて、特定の地区を定める方策については、P91～99 を参照ください。 

地域の都市計画における当該区域の位置づけや、行為などの内容や必要とする

規制の強さ、規制内容に対する地域の受容程度などを総合的に検討し、採用する

手法を選択することが重要です。 

 

表 方策の概要 

方  策 概   要 

景 観 地 区 

・都市計画区域または準都市計画区域内の土地の区域につい

て、建築物の形態意匠の制限などを定める都市計画です。 

・建築物の形態意匠の制限を定めることが必須です。 

・工作物については、条例で形態意匠の制限などを定めるこ

とができます。 

・景観計画区域内で景観地区を定める場合、景観地区内で行

う建築物の建築等は景観計画による規制の適用除外となり

ます。そのため、景観地区内の行為の制限は、景観計画区域

内の制限より緩やかな制限を定めることはできません。 

・景観地区内において建築物の建築等をしようとする者は、

あらかじめ、その計画が、行為の制限に適合するものである

ことについて、市町村長の認定を受けなければなりません。 

準 景 観 地 区 

・都市計画区域及び準都市計画区域外の景観計画区域のうち、

相当数の建築物の建築が行われ、現に良好な景観が形成され

ている一定の区域について、その景観の保全を図るため、準

景観地区を指定することができます。 

重要文化的景観 

・重要文化的景観は、景観計画区域または景観地区内にある

文化的景観で、都道府県または市町村が文化的景観保存計画

を策定し、保存措置を講じているもののうち、特に重要なも

のを文化財保護法に基づき国が選定する文化財です。 

・景観法に基づく規制の他、現状変更に関して文化財保護法

に基づく届出が必要となります。 
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表 主な景観形成の方策 

行為における

規制項目 

方 策（規制の手段） 

景観計画 

重点地区等 
景観地区 準景観地区 重要文化的景観 

用 途 × × ×  

容 積 × × ×  

高 さ △ ○ ○  

壁 面 位 置 △ ○ ○ 
 

最低敷地面積 △ ○ ○ 
 

形 態 意 匠 △※１ ◎ ◎  

樹 木 △※２ × ×  

そ の 他 － － － 
現状変更の際に

届出 

×：制限対象にできない △：勧告 ○：建築確認 ◎：認定 

※１）市町村が条例に定めることにより（特定届出対象行為とする）、変更命令が可

能となります。 

※２）木竹の伐採に関する景観形成基準を規定するほか、景観重要樹木として指定す

ることもできます。 

 

 

 

 

 

重要文化的

景観が位置

する左記地

区等の制限

と同じ 
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４．行為の制限の考え方 

（１）届出対象行為 

対象とする文化資産およびその周辺の景観に影響を与える行為を明らかにしま

す。建築物の建築や開発行為等への対策が重要であるのか、それとも木竹の伐採

や物件等の堆積等への対策が重要であるのか、当該地区における既存法令に基づ

く規制内容などを鑑み、届出対象行為を判断する必要があります。 

 

（２）景観形成基準 

届出対象行為と同様、世界遺産指定候補区域の景観特性により、景観形成基準

の内容を検討します。 

 

以上、景観形成方策の検討手法は P76以降の「４ 景観法が定める景観形成推進方策

の活用方法の検討 ⑩ 重点的に景観形成を図る区域での制限等を定める」、P87 以降の

「５ 市町村独自の景観形成推進方策の検討」を参照ください。 

また、以下に、関連事例を紹介します。 

 

■世界遺産指定区域に関する事例 

事例タイプ及び名称 事例内容 
掲載 

頁 

２-１． 

世界遺産地周辺に対する独自手

法： 

岐阜県白川村「白川村景観条例に

基づく重点景観形成地区」 

世界遺産である白川郷とその周囲のバッファー

ゾーンを、景観条例に基づく「重点景観形成地区」

に指定し、良好な景観形成を図っている。 

地区内では特定届出対象行為が設定され、景観形

成に対する比較的強い規制誘導が行われている。 

p.118 

～120 

２-2． 

世界遺産地周辺に対する独自手

法： 

兵庫県姫路市「姫路市都市景観条

例に基づく風景形成地域」 

世界遺産である姫路城とその周辺を、都市景観条

例に基づく「風景形成地域」等の独自制度で指定し、

きめ細やかで厳しい規制により、優れた文化景観の

保全を図っている。 

p.121 

～123 

２-3． 

世界遺産地周辺に対する独自手

法： 

広島県広島市「原爆ドーム及び平

和記念公園周辺建築物等美観形成

要綱」 

世界遺産である「原爆ドーム」周辺の景観を保全

するため、対象地区内で建築物や工作物、また屋外

広告物を設置する際に、事前に計画の届出を行い、

美観形成基準に基づき、色やデザインなどを規制誘

導している。 

p.124 

,125 

2-4． 

世界遺産地周辺に対する独自手

法： 

奈良県奈良市「西の京歴史的景観

形成重点地区」 

世界遺産である「古都奈良の文化財」周辺の歴史

的市街地で世界遺産に接する場所として、歴史的な

景観を保全するため、景観条例に基づく地区指定を

行い、建物の構造や高さ、意匠、素材等を規制誘導

している。 

p.126 

,127 
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＜2-1：世界遺産地に対する独自手法：「白川村景観条例による重点景観形成地区」①＞                         

（出典：岐阜県白川村 HP） 

［制度の目的］ 

・世界遺産である白川郷の景観を守るため、条例により、「重点景観形成地区」を創設

して、貴重な景観を保全しています。 

 

［制度の概要］ 

・条例によって位置づけられた「重点景観形成地区」を景観計画に白川村独自の地区

指定制度として取り入れ、地区の景観的課題に対応した“景観形成の方針”“景観形

成の基準”を定めています。 

・地区内では特定届出対象行為が設定され、比較的強制力の高い規制を行っています。 

 

［重点景観形成地区の考え方と地区指定の状況］ 

重点景観

形成地区

の考え方 

白川村を代表する景観を有する地区、または将来へ向けて白川村らしさを形成していく

地区において、重点的に景観形成を図ることを目的として「重点景観形成地区」を指定

する。 

地区の指

定要件 

① 重要伝統的建造物群保存地区・世界文化遺産登録地区 

② 歴史的な雰囲気を残し、特徴ある景観形成を図る必要があると認める地区 

③ 商業施設等が集積し、特徴ある景観形成を図る必要があると認める地区 

④ 主要な幹線道路、河川等に沿って特徴ある景観形成を図る必要があると認める地区 

⑤ その他、景観形成上必要と認められ、景観コントロールを図るべき地区 

 

［重点景観形成地区の指定状況］ 

地区名 地区の状況 面積 

（1）荻町地区 世界文化遺産及び、重要伝統的建造物群保存地区 45.6ha 

（2）寺尾地区（緩衝地帯第Ⅰ種

の一部） 
世界遺産を取り巻く緩衝地帯第Ⅰ種の一部 17.1ha 

（3）緩衝地帯第Ⅰ種（寺尾地区

を除く） 
世界遺産を取り巻く緩衝地帯第Ⅰ種 454.4ha 

（4）平瀬地区 温泉や大白川登山口を有する観光拠点 44.1ha 
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＜2-1：世界遺産地に対する独自手法：「白川村景観条例による重点景観形成地区」②＞                          

（出典：岐阜県白川村 HP） 

 

［景観計画区域・重点景観形成地区］ 
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＜2-1：世界遺産地に対する独自手法：「白川村景観条例による重点景観形成地区」③＞                          

（出典：岐阜県白川村 HP） 

［届出対象行為］ 

①建築物の新築、増築、改築又は移転で、当該建築物の延べ面積（増築にあって

は増築後の延べ面積）が 500 平方メートル以上かつ高さ（増築にあっては、増

築後の高さ。）が 10 メートル以上のもの（条例第 11 条） 

②建築物の外観を変更することとなる修繕若しくは模様替又は色彩の変更で、当

該建築物の延べ面積（増築にあっては増築後の延べ面積）が 500 平方メートル

以上かつ高さ（増築にあっては、増築後の高さ。）が 10 メートル以上のもの（条

例第 11 条） 

③工作物の新築、増築、改築又は移転で、当該工作物の見付面積（増築にあって

は増築後の延べ見付面積）が 50 平方メートル以上のもの（条例第 11 条） 

④工作物の外観を変更することとなる修繕若しくは模様替又は色彩の変更で、当

該工作物の見付面積（増築にあっては増築後の延べ見付面積）が 50 平方メー

トル以上のもの（条例第 11 条） 

⑤広告物の新築、増築、改築で見付面積が 4 平方メートル以上のもの（条例第 11 

条） 

⑥宅地の造成その他区画形質の変更で面積が 500 平方メートル以上のもの（条例

第 11 条） 

⑦ その他、各重点景観形成地区が定める景観形成基本目標の達成に影響を及ぼす

恐れのある行為で、村長が必要と認める事項（条例第 9 条） 
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＜2-2：世界遺産地に対する独自手法：「姫路市都市景観条例による風景形成地域」①＞ 

                         （出典：兵庫県姫路市 HP） 

［制度の目的］ 

・世界遺産である姫路城の景観を守るため、従来から条例に規定されていた「都市景

観形成地区」と、新たに条例に位置づけられた「風景形成地域」により、世界遺産

のコアゾーン（特別史跡地区）とバッファーゾーン（緩衝地域）の景観形成を図っ

ています。 

 

［制度の概要］ 

・姫路城周辺風景形成地域（下右図赤線内）については、届出が必要な大規模な建築

物（高さ 12ｍ超又は建築面積 1,000 ㎡超）等についての、色彩や形態意匠に係る

基準が、市内の他の一般的な地域の基準より厳しくなっています。 

 

［姫路城周辺風景形成地域の概要］ 

区 域 姫路城周辺の附図に示す実線で囲まれた区域（中濠通り地区に属する区域を除く。） 

地区の概要 
本地域は、特別史跡姫路城跡とその周辺市街地とを含めた地域であり、将来に向け

て、姫路城と調和した美しい風景を形成することが求められる。 

目 標 

姫路城と調和する美しい風景の形成を図るため、次項の景観形成に取り組む。 

・姫路城への眺望に配慮した景観形成 

・姫路城からの眺望に配慮した景観形成 

・姫路城と調和する美しく落ち着いた景観の形成 

方 針 

姫路城と調和する美しい風景の形成を図るため、次に掲げるとおり、公的及び私的

空間の景観形成を図るとともに、効果的な規制・誘導を行うものとする。 

・景観に配慮した公共空間の整備 

・姫路城との調和及び姫路城の眺望等に配慮した規制・誘導 

・歴史・文化、自然との共生 
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＜2-2：世界遺産地に対する独自手法：「姫路市都市景観条例による風景形成地域」②＞                          

（出典：兵庫県姫路市 HP） 

［世界遺産の範囲と景観条例による施策の関係を示す図］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 世界遺産登録範囲等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 姫路市景観計画が定める姫路城周辺風景形成地域 
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第４章 縄文遺跡群世界遺産に係る地区における景観形成方策 

＜2-2：世界遺産地に対する独自手法：「姫路市都市景観条例による風景形成地域」③＞                          

（出典：兵庫県姫路市 HP） 
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第４章 縄文遺跡群世界遺産に係る地区における景観形成方策 

＜2-3：世界遺産地に対する独自手法：「原爆ドーム及び平和記念公園周辺建築物等美

観形成要綱」①＞                   （出典：広島県広島市 HP） 

 

［制度の目的］ 

・世界遺産である「原爆ドーム」周辺の景観を保全するため、対象地区内で建築物や

工作物、また屋外広告物を設置する際に、事前に計画の届出を行い、美観形成基準

に基づき、色やデザインなどを規制、誘導しています。 

 

［制度の概要］ 

・世界遺産にふさわしい景観をつくるという観点から、対象区域内では建築物や屋外

広告物の計画に際し、景観に配慮したものとすることとしています。 

・対象地区外であっても、公園内から見える建築物等については、「平和大通り沿道建

築物等美観形成要綱」あるいは「リバーフロント建築物等美観形成協議制度」に基

づく協議を行うこととなっています。 
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第４章 縄文遺跡群世界遺産に係る地区における景観形成方策 

＜2-3：世界遺産地に対する独自手法：「原爆ドーム及び平和記念公園周辺建築物等美

観形成要綱」②＞                   （出典：広島県広島市 HP） 

 

［高さの基準図］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 - 126 - 

第４章 縄文遺跡群世界遺産に係る地区における景観形成方策 

＜2-4：世界遺産地に対する独自手法：「西の京歴史的景観形成重点地区」①＞ 

（出典：奈良県奈良市 HP） 

［制度の目的］ 

・「古都奈良」世界文化遺産の歴史的環境調整区域として、世界遺産との関係を十分に考慮

した景観形成が求められる地区において、奈良市景観計画にて景観形成重点地区を指定

しています。 

・唐招提寺、薬師寺方面から、春日山への眺望景観など、市域東部の山並みへの眺望景観

を確保するために、当該地区の拡がりのある農地の保全や建築物等の景観誘導、景観阻

害要素の排除を積極的に進めていくことを目的に地区指定を行っています。 

 

［制度の概要］ 

・景観形成地区内で、建物の新築・改築・増築・外観の修繕・模様替え、色彩の変更など

を行う場合は「届出」が必要です。 

・届出の内容に対して、景観形成基準に基づき助言・指導を行っています。 

 

［対象地区］ 右図：西の京歴史的景観形成重点地区指定区域 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

左図：古都奈良登録区域 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

西ノ京大池（勝間田池）から薬師寺の塔ごしに見る大和青垣の眺望 
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第４章 縄文遺跡群世界遺産に係る地区における景観形成方策 

＜2-4：世界遺産地に対する独自手法：「西の京歴史的景観形成重点地区」②＞ 

（出典：奈良県奈良市 HP） 

［景観形成基準（一部）］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


